
○ 高齢化や人口減少の進展、経済の低成長などの問題が深刻化する中で、松山市では「コンパクトシティプラスネットワーク」をコンセプトに持
続可能な都市形態への転換を目指しており、歩行者等の「遅い交通」を重視した「歩いて暮らせるまちづくり」を進めていくことが必要。

○ 都市情報や人々の交通行動・活動実態に関わるデータ等を集約する「都市データプラットフォーム」の構築検討や、可視化ツールを用いたそれ
らのデータ活用による住民参加型まちづくり、「スマート・プランニング」の実践により中心市街地において回遊性の高い賑わい空間を形成。

■ 事業実施体制

歩いて暮らせるまちづくりの検証
・エリア全体を対象とした、カメラなどの
センシング技術を用いた交通行動・活動
実態の分析と、モニターデータによる質
的データの取得

・シミュレーション技術への展開検討

シミュレーション技術の試行
・蓄積されるデータ等を管理・活用
するための都市データプラット
フォームの構築検討

・データ可視化ツール活用を通じた
シミュレーション技術の試行実験、
ワークショップでの活用検討

■ 新技術・データを活用した都市・地域の課題解決の取組
スマート･プランニングの実践

・策定が予定されている松山市の将来像検討や都市
整備計画への応用・将来ビジョンの検討に際し、
各種データを用いたプランニングへの応用を検討

・２大駅周辺空間のデザインやそれらを結ぶ都市空
間のプランニングへと応用

・立地適正化計画の都市機能及び居住誘導区域内で
施設や住居の更なる高度化を図る区域の客観的な
評価や誘導のための制度設計に活用

・CityScope（データ可視化ツール）とシミュレーションツールを連動し、まちづくり活
動において、シミュレーションツールの有効性検証及びフィードバック
・カメラのセンシング技術等を活用した交通行動、活動実態等の調査

松山市中心市街地西部エリア

中心市街地西部

オブザーバー参加
・日立東大ラボ
・東京大学大学院 教授 羽藤英二

研究機関
調査企画

データ分析・管理
愛媛大学

防災情報研究センター

民間企業
データ・ 技術提供
調査業務

㈱日立製作所
四国旅客鉄道㈱
伊予鉄道㈱
復建調査設計㈱
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■ 対象区域

センシング技術のイメージ

（徒歩）

○△駅 ○△駅

（徒歩）（電車）

出発！

→ →

到着！

モニターデータ取得のイメージ

歩行者空間の創出、商業施設や鉄道駅の配置
のシミュレーションにより、人の流動や滞在
時間の増加を検証し、まちの活性化や経済効
果などを総合的に評価できる。

シミュレーション活用のイメージ

■ 2019年度の主な取組

松山スマートシティ推進コンソーシアム
【地方公共団体：松山市 民間事業者等代表：松山アーバンデザインセンター】

個人単位の移動や活動のビッグデータを
用いた各種施策の検証・計画立案

公共交通
利用促進策

事業の
優先順位

道路空間の
再配分
計画

空間
活用策

自転車ネット
ワーク計画

立地適正化計画
（ｺﾝﾊ゚ ｸﾄｼﾃｨ）

歩道整備
による
人流変化

都市機能
施設の
最適配置

福祉施設・子
育て支援施設
の配置計画

駐車場
配置計画

事業実施
による
経済効果

公共交通網
の見直しによる
利用者変化

シミュレーション（例）

空間改変
による
回遊行動

プランニング

・・・・・
都市計画道路
の見直し

都市ビジョン 移動データ 活動データインフラデータ

都市データプラットフォーム

・出発地, 到着地
・移動手段, 経路
・出発, 到着時刻等

・活動場所, 内容
・消費場所, 内容
金額等

・都市機能施設
・駐車場,土地利用
・道路,公共交通等

都市データ

・人口,世帯
・年齢構成等

・総合計画
・都市計画MP等

都市データプラットフォームのプランニング活用イメージ

住み続けられるまちづくりを
滞在時間別の滞在人数

データ可視化ツール

行政
行政データ提供
既存事業の調整
松山市

公民学連携組織
松山市の将来像検討
都市整備事業の計画検討
松山アーバンデザインセンター

国土交通省 スマートシティモデル事業
先行モデルプロジェクト


